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「
耶
馬
溪
し
の
ぐ
吾
妻
峡
」
と
上
毛
か
る
た
に
謳
わ
れ
る
吾
妻

峡
。
そ
の
中
を
走
る
自
転
車
型
ト
ロ
ッ
コ
「
吾
妻
峡
レ
ー
ル
バ
イ

ク　

ア
ガ
ッ
タ
ン
」
が
コ
ー
ス
を
延
長
し
、
令
和
三
年
四
月
、
本

格
稼
働
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ア
ガ
ッ
タ
ン
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
い
付
替
え
と
な
っ
た

Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
の
廃
線
敷
を
利
用
し
た
体
験
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
、
関
東
で
は
唯
一
の
自
転
車
型
ト
ロ
ッ
コ
で
す
。
美
し
い
自
然

の
中
、
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ッ
ト
ン
と
レ
ー
ル
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
颯

爽
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。「
田
園
コ
ー
ス
」
は
、
の
ど
か
な
田
園

地
帯
を
ゆ
っ
た
り
と
走
り
、「
渓
谷
コ
ー
ス
」
は
、
新
緑
や
紅
葉

な
ど
四
季
折
々
の
吾
妻
渓
谷
の
自
然
を
肌
で
感
じ
つ
つ
、
風
を

切
っ
て
走
り
ま
す
。
旧
国
道
よ
り
も
や
や
高
い
目
線
か
ら
臨
む
吾

妻
渓
谷
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
新
鮮
さ
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
日
本
一
短
か
っ
た
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
「
樽
沢
ト
ン
ネ
ル
（
七
・

二
㍍
）」
を
あ
っ
と
い
う
間
に
く
ぐ
り
抜
け
、
そ
の
先
、
暗
闇
の

ひ
ん
や
り
と
し
た
「
道
陸
神
ト
ン
ネ
ル
（
四
三
二
㍍
）」
を
走
り

抜
け
れ
ば
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
堤
体
が
眼
前
に
姿

を
現
し
ま
す
。

　

ダ
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
稼
働
し
始
め
た
こ
と
で
、
八
ッ
場
ダ
ム

上
流
と
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
り

ダ
ム
を
目
指
す
も
よ
し
、
ダ
ム
サ
イ
ト
上
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

下
り
て
渓
谷
を
散
策
す
る
も
よ
し
、
様
々
な
楽
し
み
方
が
広
が
り

ま
す
。

　

ア
ガ
ッ
タ
ン
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
は
地
元
の
方
々
が
中
心
で
、｢

乗
車
し
た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い｣

と
い
う
想
い
の
も
と
、

熱
心
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
に
も
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

ト
ロ
ッ
コ
が
走
る
松
谷
地
区
で
は
、
以
前
猿
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
が
あ
り
、
農
家
の
方
々
は
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
が
、
運
行
が
始

ま
り
被
害
が
減
っ
た
と
の
話
も
聞
き
ま
す
。
荒
れ
て
い
た
廃
線
敷

の
草
を
刈
り
、
整
え
、
定
期
的
に
人
が
入
る
と
い
う
こ
と
が
鳥
獣

被
害
を
減
ら
す
こ
と
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
八
ッ
場

ダ
ム
の
完
成
、
進
む
上
信
自
動
車
道
建
設
事
業
な
ど
、
変
化
し
て

い
く
地
域
環
境
を
ど
う
活
か
し
、
地
域
の
活
力
を
生
み
出
し
て
い

く
か
。
現
在
、
そ
し
て
十
年
、
二
十
年
先
を
見
据
え
た
、
地
域
と

行
政
一
体
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
東
吾
妻
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
酒
井
　
文
彰
）

吾
妻
峡
レ
ー
ル
バ
イ
ク「
ア
ガ
ッ
タ
ン
」始
動
！

高 

山 

村
／
後
藤 

幸
三 

村
長

町
村
ト
ッ
プ
通
信

昭 

和 

村
／
藤
井 

貞
充 

議
会
議
長

議
長
随
想

国
学
院
大
学
教
授　

梅
川 

智
也

『
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
』を
考
え
る

　
　
　
　

〜
地
域
や
自
治
体
の
役
割
と
は
〜
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高
山
村
は
群
馬
県
の
北
部
に
位
置

し
、
面
積
六
四
平
方
㌔
㍍
、
人
口

三
千
六
百
人
の
小
さ
な
村
で
す
。
周

囲
を
一
〇
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
緑
豊
か
な

山
々
に
囲
ま
れ
、
盆
地
状
の
形
状
を

成
し
た
村
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
里
山

の
素
晴
ら
し
い
風
景
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。

　

本
村
は
、
面
積
の
七
六
㌫
を
山
林

が
占
め
て
い
て
、
残
り
二
四
㌫
弱
が

農
用
地
や
宅
地
等
の
面
積
と
な
り
ま

す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
主
な

作
物
は
米
、
蒟
蒻
、
枝
豆
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
、
干
し
芋
用
・
種
芋
用
サ
ツ

マ
イ
モ
、
高
山
キ
ュ
ウ
リ
、
蕎
麦
、

果
樹
そ
の
他
リ
ン
ド
ウ
、
菊
等
多
種

に
わ
た
り
ま
す
。
最
近
で
は
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
含
有
量
が
高
い
ビ
ー

ツ
が
注
目
を
集
め
、
そ
の
利
用
開
発

が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん

な
健
康
食
品
に
、
あ
る
い
は
サ
プ
リ

メ
ン
ト
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
お

り
、
ビ
ー
ツ
を
使
っ
た
特
産
品
開
発

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。農
業
へ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

本
村
で
は
農
産
物
生
産
者
に
対
し

て
、
冬
期
間
で
も
野
菜
栽
培
が
で
き

る
よ
う
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
貸
し
出

し
、
収
益
性
の
高
い
農
作
物
の
生
産

品
目
拡
大
と
生
産
量
が
増
産
で
き
る

環
境
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遅
ま
き
な
が
ら
本
村
で
も

念
願
の
圃
場
整
備
が
始
ま
り
、
専
業

農
家
か
ら
の
期
待
が
高
ま
る
と
同
時

に
村
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
関
係
で
は
、
最
近
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
進
化
に
伴
い
、
小
中
学
校
で
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向

け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
必
須
に
な
っ
て

い
る
中
、
本
村
で
は
い
ち
早
く
先
進

的
な
取
り
組
み
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
お
か
げ
で
そ
の
取
り
組
み
が
認

め
ら
れ
て
、
さ
ら
に
県
か
ら
の
支

援
を
受
け
、
小
学
校
で
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
拠
点

校
と
し
て
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
際
化
を
受
け
て
シ
ド

ニ
ー
郊
外
の
学
校
に
、
夏
休
み
期
間

中
の
一
週
間
、
希
望
者
全
員
を
対
象

に
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
英
語
検
定
、
漢
字
検
定

を
受
け
る
生
徒
に
は
受
験
料
を
助
成

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果
は
確
実

に
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
村
で
は
道
の
駅
「
中
山

盆
地
」
を
核
と
し
た
百
年
先
ま
で
住

み
た
い
村
、
持
続
可
能
な
村
づ
く
り

を
目
標
と
し
た
「
む
ら
の
中
心
地
づ

く
り
」
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
防
災
備
蓄
倉
庫
を
兼
ね
た
複

合
施
設
と
な
る
観
光
交
流
館
が
建
設

さ
れ
、
地
場
産
品
を
活
用
し
た
加
工

場
、カ
フ
ェ・マ
ル
シ
ェ・移
住
相
談・

観
光
案
内
等
の
機
能
を
備
え
た
施
設

が
来
春
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
今
後

も
中
心
地
の
周
辺
整
備
を
進
め
な
が

ら
、
観
光
交
流
館
で
い
ろ
ん
な
事
業

が
展
開
さ
れ
、
交
流
人
口
の
増
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
も
、
築
五
十

年
を
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
み
建
て

替
え
の
時
期
に
き
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
建
設
基
金
の
積
み
増
し
を
し
て

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
中
で
す

が
、
か
つ
て
の
ウ
イ
ル
ス
や
病
原
菌

に
も
打
ち
勝
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
克
服
す
る
こ
と
に
何
の

疑
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。
未
来
の
夢
に

向
か
っ
て
、「
笑
顔
で
輝
く
高
山
村
」

の
創
造
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

町村トップ通信
  

「
笑
顔
で
輝
く
高
山
村
」を

　
　
　
　
　
　
　  

め
ざ
し
て

高
山
村
長
　
後
藤
　
幸
三

道の駅「中山盆地」

観光交流館完成予想図

2令和３年７月１日発行 ⃞
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サマージャンボ宝くじ＆サマージャンボミニ
「宝くじ公式サイト」でも買える！

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われ、

令和３年度

群馬県の市町村では
○長期貸付事業…とっても低利でオトクです。
○職員研修助成事業…さらなる能力向上のためぜひご活用ください。
○災害交付金事業…災害時の市町村を応援します。
○魅力あるコミュニティづくり助成事業…活発な自治会活動を応援します。
○財源マニュアル、市町村税の基礎知識、やさしい公職選挙法…事務必携ですね。

などに活用されています。

収益金は、都道府県ごとの発売実績などに応じて配分されます。
ぜひ、群馬県内の宝くじ売場でお買い求めください。
お問い合わせ先　公益財団法人群馬県市町村振興協会　TEL027(290)1350

http://www.npogunma.net/gunma-shinko/

8令和３年７月１日発行 ⃞
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会
長
に
仲
澤
上
野
村
議
長
を
再
任

北
群
馬
郡
榛
東
村　
　

小
山　

久
利

　
　
　
　
　
　

四
月
二
十
日　

当
選

甘
楽
郡
甘
楽
町　
　
　

中
野
喜
久
勇

　
　
　
　
　
　

四
月
三
十
日　

当
選

吾
妻
郡
嬬
恋
村　
　
　

土
屋　

幸
雄

　
　
　
　
　
　
　

五
月
七
日　

当
選

北
群
馬
郡
吉
岡
町　
　

岩
﨑　

信
幸

　
　
　
　
　
　
　

五
月
十
日　

当
選

吾
妻
郡
長
野
原
町　
　

黒
岩　
　

巧

　
　
　
　
　
　

五
月
十
一
日　

当
選

利
根
郡
川
場
村　
　
　

角
田　

文
雄

　
　
　
　
　
　

五
月
十
三
日　

当
選

邑
楽
郡
大
泉
町　
　
　

田
邉　

信
雄

　
　
　
　
　
　

五
月
十
三
日　

当
選

利
根
郡
片
品
村　
　
　

千
明　

道
太

　
　
　
　
　
　

五
月
十
四
日　

当
選

邑
楽
郡
邑
楽
町　
　
　

松
村　
　

潤

　
　
　
　
　

五
月
二
十
一
日　

当
選

邑
楽
郡
板
倉
町　
　
　

今
村　

好
市

　
　
　
　
　
　

六
月
十
一
日　

当
選

延
山　

宗
一
（
板
倉
町
）

　
　
　

三
月
三
十
一
日　

理
事
退
任

柿
沼　

英
己
（
千
代
田
町
）

　
　
　
　
　

四
月
一
日　

理
事
就
任

南　
　

千
晴
（
榛
東
村
）

　
　
　

四
月
十
九
日　

副
会
長
退
任

　
　
　
　

四
月
十
九
日　

理
事
退
任

浅
沼　

克
行
（
長
野
原
町
）

　
　
　
　

五
月
十
一
日　

理
事
退
任

島
﨑　

紘
一
（
下
仁
田
町
）

　
　
　
　

五
月
十
三
日　

理
事
退
任

小
菅　

秋
雄
（
川
場
村
）

　
　
　
　

五
月
十
三
日　

監
事
退
任

中
野
喜
久
勇
（
甘
楽
町
）

　
　
　
　

五
月
十
四
日　

理
事
就
任

黒
岩　
　

卓
（
草
津
町
）

　
　
　
　

五
月
十
七
日　

理
事
就
任

山
田　

庄
一
（
み
な
か
み
町
）

　
　
　
　

五
月
十
七
日　

理
事
退
任

角
田　

文
雄
（
川
場
村
）

　
　
　
　

五
月
十
七
日　

理
事
就
任

岩
﨑　

信
幸
（
吉
岡
町
）

　
　
　
　

五
月
十
九
日　

理
事
就
任

三
友
美
惠
子
（
玉
村
町
）

　
　
　
　

六
月
二
日　

副
会
長
就
任

千
明　

道
太
（
片
品
村
）

　
　
　
　
　

六
月
二
日　

監
事
就
任

田
邉　

信
雄
（
大
泉
町
）

　
　
　
　
　

六
月
二
日　

監
事
就
任

　
　
　
　
　
　
（
上
野
村
議
会
議
長
）

　

副
会
長　

山
本　

隆
雄

　
　
　
　
　
（
中
之
条
町
議
会
議
長
）

　

副
会
長　

三
友
美
惠
子

　
　
　
　
　
　
（
玉
村
町
議
会
議
長
）

　

監
　
事　

千
明　

道
太

　
　
　
　
　
　
（
片
品
村
議
会
議
長
）

　

監
　
事　

田
邉　

信
雄

　
　
　
　
　
　
（
大
泉
町
議
会
議
長
）

　

な
お
、
任
期
は
、
令
和
三
年
六
月

二
日
か
ら
令
和
五
年
六
月
一
日
ま
で

の
二
年
間
。

町
が
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

の
適
用
対
象
地
域
と
さ
れ
た
こ
と
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
開
催

方
法
を
変
更
し
、
書
面
審
議
に
よ
り

開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
本
年
六
月
一
日
で
任

期
満
了
と
な
る
本
会
役
員
選
任
の
承

認
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
次
の
と
お

り
役
員
人
事
が
承
認
さ
れ
た
。

　

会
　
長　

仲
澤　

太
郎

　

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
五

月
二
十
五
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
臨
時
総
会
に
つ
い
て
、
県
内
十
市三友副会長 山本副会長

千明監事田邉監事

県
町
村
議
会
議
長
会

臨
時
総
会
を
書
面
審
議

当
選
議
長
の
紹
介

議
長
会
役
員
の
異
動

議
会
事
務
局
長
・
事
務

局
職
員
研
修
会
を
開
催

仲澤会長

　

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
四

月
二
十
三
日
、
前
橋
市
・
市
町
村
会

館
に
お
い
て
、
県
内
町
村
議
会
事
務

局
の
事
務
局
長
及
び
職
員
を
対
象
に

研
修
会
を
開
催
し
、
十
九
町
村
か
ら

三
十
三
名
が
出
席
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
す
る
こ
の

研
修
会
は
、
昨
年
度
は
緊
急
事
態
宣

言
の
発
令
に
よ
り
中
止
さ
れ
、
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
症
の

拡
大
防
止
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、

二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
本
会
職
員
か
ら
次

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

【
研
修
内
容
】

「
議
会
運
営
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　

事
例
研
究
に
つ
い
て
」

　

本
会
事
務
局
課
長　

河
野　

哲
也

「
令
和
三
年
度

　
　
　
　

本
会
事
業
等
に
つ
い
て
」

　

本
会
事
務
局
係
長　

今
西　

恵
子

会
長
に
仲
澤
上
野
村
議
長
を
再
任
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議 長 随 想

コ
ロ
ナ
の
終
息
と
明
る
い
村
づ
く
り
を

昭
和
村
議
会
議
長
　
藤
井
　
貞
充

　

昭
和
村
は
赤
城
山
の
西
北
麓
に
広

が
る
高
原
地
帯
で
東
西
一
〇
・
八
㌔

㍍
、
南
北
九
・
八
㌔
㍍
の
扇
の
形
と

な
っ
て
お
り
、
面
積
は
六
四
・
一
四

平
方
㌔
㍍
で
す
。

　

地
形
は
、
赤
城
山
か
ら
片
品
川
、

利
根
川
に
向
か
っ
て
な
だ
ら
か
な
傾

斜
を
な
し
て
お
り
、
片
品
川
の
両
側

に
は
、
日
本
で
も
有
数
の
河
岸
段
丘

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
は
、海
抜
二
六
〇
㍍
か
ら
一
、

四
六
六
㍍
で
五
〇
〇
㍍
か
ら
八
〇
〇

㍍
付
近
ま
で
は
、
赤
城
高
原
の
畑
作

地
帯
で
す
。

　

戦
後
の
入
植
増
反
地
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
耕
作
面
積
も
大
き
く
標
高

差
を
活
用
し
た
各
種
野
菜
供
給
地
と

し
て
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
形
的
な
位
置
で
は
、
昔
か
ら
利

根
沼
田
地
方
へ
の
玄
関
口
と
し
て
の

役
割
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歴
史
的
に
は
、岩
下
清
水
古
墳
群
、

森
下
古
墳
群
な
ど
数
多
く
の
古
墳
が

築
造
さ
れ
て
お
り
、
古
代
か
ら
人
々

の
営
み
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
国
時
代

の
攻
防
戦
が
残
し
た
い
く
つ
か
の
城

砦
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
沼
田
城
か
ら
森
下
宿
を

通
っ
て
、
長
井
坂
城
を
ぬ
け
前
橋
、

江
戸
へ
行
っ
た
沼
田
街
道
は
参
勤
交

代
も
通
り
繁
盛
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
沼
田
街
道
に
代
わ
り

関
越
自
動
車
道
が
赤
城
高
原
を
通
過

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
年
三
月
に
は
、
昭
和
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
供
用
開
始
と
な

り
、
村
の
新
た
な
玄
関
口
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
近
接
す
る
関
屋

工
業
団
地
に
は
、
優
良
企
業
四
社
が

進
出
さ
れ
、
地
域
経
済
を
支
え
る
村

の
重
要
な
存
立
基
盤
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

村
の
基
幹
産
業
の
農
業
は
、
主
に

二
つ
の
大
き
な
土
地
改
良
事
業
に

て
形
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

三
十
五
年
に
は
、
赤
城
北
麓
土
地
改

良
事
業
に
よ
り
、
約
六
〇
〇
㌶
の
畑

が
整
備
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら

事
業
着
手
し
た
赤
城
西
麓
土
地
改
良

事
業
で
は
、
約
一
、二
〇
〇
㌶
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
道

路
網
の
整
備
や
農
業
用
水
も
利
用
で

き
、
大
規
模
農
業
に
よ
る
収
益
性
の

高
い
施
設
栽
培
も
可
能
と
な
り
、
県

下
で
も
有
数
な
農
業
地
帯
へ
と
発
展

を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
生
産

量
は
日
本
一
を
ほ
こ
り
、レ
タ
ス
は
、

朝
採
り
が
有
名
で
、
首
都
圏
の
ス
ー

パ
ー
に
は
朝
収
穫
さ
れ
た
レ
タ
ス
が

開
店
に
な
ら
び
ま
す
。
ま
さ
し
く
、

野
菜
の
産
地「
や
さ
い
王
国
昭
和
村
」

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
村
で
は
、
野
菜
の
産
地

と
し
て
の
特
性
や
四
季
折
々
の
素
晴

ら
し
い
景
観
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
村

第
５
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、「
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
元
気
な
昭
和
村
」

を
掲
げ
、
実
現
に
向
け
た
政
策
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
の
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
の
一
層
の
進
行
や
気

候
の
変
化
に
伴
う
大
規
模
災
害
の
発

生
に
加
え
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
な
ど
、
社

会
情
勢
は
、
年
々
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

　

村
内
に
お
い
て
は
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
充
実
や
快
適
で
安
全
、
安
心

な
住
環
境
の
整
備
が
引
き
続
き
強
く

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
滞
り
な
く
進
め
る
に

は
、
村
民
、
関
係
団
体
及
び
村
職
員

な
ど
の
多
く
の
意
見
行
動
が
必
要
で

す
。
議
会
と
し
て
も
参
加
行
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
拡
大
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
議

会
活
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
よ
い
よ
全
国
的
に
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
始
ま
り
、
通
常
の
生
活

が
出
来
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
益
々
社
会
の
変
化
が

早
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
村
民
の
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
つ
つ
「
や
さ
い
王
国
昭
和

村
」
の
更
な
る
発
展
と
昭
和
村
議
会

の
進
化
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

赤城山の裾野に広がる昭和村

日本一の生産量を誇るコンニャク芋の収穫
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総合事務組合通信� ６
非常勤消防団員に対する退職報償金支給事務
○共同処理と退職報償金制度
　本組合で行っている共同処理事務はいくつかありま
すが、その中の１つが「非常勤消防団員に対する退職
報償金の支給事務」です。
　共同処理団体はそれぞれの事務で異なりますが、非
常勤消防団員に対する退職報償金支給事務に関して
は、県内の31の地方公共団体について共同処理を行っ
ています。
≪共同処理団体≫
前橋市、高崎市、桐生市、伊勢崎市、太田市、沼田市、
渋川市、藤岡市、富岡市、安中市、みどり市、榛東村、
吉岡町、上野村、神流町、下仁田町、南牧村、甘楽町、
中之条町、長野原町、嬬恋村、草津町、高山村、東吾
妻町、片品村、川場村、昭和村、みなかみ町、玉村町、
大泉町、館林地区消防組合

○退職報償金とは
　退職報償金は、退職した消防団員の多年の労苦に報
いるために設けられた功労金としての性格を持つ金銭
給付です。昭和39年度に消防団員の処遇改善措置の一
環として創設されました。

○支給額
　退職報償金は、消防団員として５年以上勤務して退
職した者（死亡による退職の場合にはその者の遺族）
に、階級及び勤務年数に応じて支給します。
　支払基礎階級は、退職した日に属していた階級にな
ります。ただし、退職した日に属していた階級より上
位の階級に属した期間が１年以上ある場合は、その上
位階級とします。また、退職した日に属して階級及び
その階級より上位の階級に属していた期間が１年に満
たないときは、その階級の（団員は除く）直近下位の
階級となります。

勤務
年数

階級

５年以上

10年未満

10年以上

15年未満

15年以上

20年未満

20年以上

25年未満

25年以上

30年未満
30年以上

団長 239 344 459 594 779 979

副団長 229 329 429 534 709 909

分団長 219 318 413 513 659 849

副分団長 214 303 388 478 624 809

部長及び班長 204 283 358 438 564 734

団員 200 264 334 409 519 689

退職報償金支給額
（単位：千円）

（平成26年４月１日適用）

群馬県町村議会議長会関係 日　程 会　場
決算監査 ７月16日（金） 市町村会館　議長会役員室
理事会 ７月21日（水） 市町村会館　特別会議室
全国町村議会広報研修会 ９月22日（水） 東京都　シェーンバッハ・サボー
理事会 10月22日（金） 市町村会館　特別会議室
町村監査委員表彰式・全国研修会 10月26日（火）～27日（水） 東京都　LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）
町村議会議長全国大会 11月10日（水） 東京都　明治神宮会館
町村議会広報研修会 11月18日（木）・19日（金） 市町村会館　大研修室
全国町村議会事務局職員研修会 11月24日（水） 東京都　シェーンバッハ・サボー
正副会長会議 令和４年１月７日（金） 市町村会館　議長会役員室
理事会 １月14日（金） 市町村会館　特別会議室
全国町村議会広報クリニック ２月15日（火） 東京都　全国町村議員会館
定期総会 開催日未定（２月中旬又は３月下旬） 市町村会館　大会議室

群馬県町村会関係 日　程 会　場
第１回町村職員採用統一試験 ７月11日（日） 実施町村の指定会場
人事評価実務研修会 ７月20日（火） 市町村会館　大研修室
理事会 ８月18日（水） 市町村会館　特別会議室
総合事務組合議会　第２回定例会 ８月26日（木） 市町村会館　大会議室
第２回町村職員採用統一試験 ９月19日（日） 実施町村の指定会場
町村長行政視察 10月11日（月）～ 12日（火）神奈川県　湯河原町
町村税務担当課長研修会 10月下旬 市町村会館　501研修室
町村総務、財政及び企画担当課長研修会 11月上旬 市町村会館　大研修室
理事会 11月11日（木） 市町村会館　特別会議室
県関係国会議員との意見交換会 11月16日（火） 東京都　グランドアーク半蔵門
町村長研修会 11月17日（水） 東京都　グランドアーク半蔵門
全国町村会創立100周年記念式典及び全国町村長大会 11月17日（水） 東京都　ホテルニューオータニ
理事会 令和４年１月13日（木） 市町村会館　特別会議室
定期総会 ２月15日（火） 市町村会館　大会議室
会計管理者研修会 ２月22日（火） 市町村会館　501研修室
複式簿記（入門）研修会 ３月２日（水） 市町村会館　501研修室

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
予
定

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
予
定

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
予
定
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